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【株式に関する住所変更等の
お手続きについてのご照会】
証券会社の口座をご利用の株主様は、三井住友信託銀行株式会
社ではお手続きができませんので、取引証券会社へご照会くだ
さい。

証券会社の口座をご利用でない株主様は、左記電話照会先まで
ご連絡ください。

【未払配当金の支払について】
株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出く
ださい。

【特別口座について】
株券電子化前に「ほふり」（株式会社証券保管振替機構）を利用
されていなかった株主様には、株主名簿管理人である左記の三
井住友信託銀行株式会社に口座（特別口座といいます。）を開設
しております。

特別口座についてのご照会および住所変更等のお届出は、左記
の電話照会先にお願いいたします。

2023年3月31日を基準日とする株主優待制度より、株主優待
品の贈呈基準を次のとおり変更させていただきます。

毎年3月31日（基準日）において100株以上の当社株式を継続
して１年以上保有される株主様
※基準日、基準日の前年の9月30日および同3月31日の当社株主名簿のすべてに、同一

株主番号で100株以上の保有が記載または記録されている株主様をいいます。

上記にかかわらず2023年3月31日を基準日とする株主優待
制度については、2023年3月31日および2022年9月30日の
当社株主名簿それぞれに、同一株主番号で100株以上の保有
が記載または記録されている株主様を対象として実施いた
します。

毎年3月31日（基準日）現在の株主名簿に記載または記録された株主様に
対し、当社グループの容器に入った缶詰を年1回、以下のとおり贈呈いた
します。
贈呈基準

所有株式数 ご優待内容

100株以上1,000株未満 3,000円相当の缶詰詰合せ

1,000株以上2,000株未満 6,000円相当の缶詰詰合せ

2,000株以上 8,000円相当の缶詰詰合せ

各種お手続きについて

株主優待贈呈基準変更のご案内

株主優待のお知らせ

事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定時株主総会 毎年6月
基準日　定時株主総会
　　　　期末配当
　　　　中間配当

毎年3月31日
毎年3月31日
毎年9月30日

上場証券取引所 東京証券取引所　札幌証券取引所
公告方法 電子公告により行う

（https://hokkanholdings.co.jp/）に掲載いた
します。ただし、事故その他やむを得ない事由に
より電子公告をすることができないときは、日
本経済新聞に掲載いたします。

株主名簿管理人
および特別口座の
口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目４番１号
三井住友信託銀行株式会社

株主名簿管理人
事務取扱場所

東京都千代田区丸の内一丁目４番１号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

郵便物送付先 〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目８番４号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

電話照会先 0120-782-031（フリーダイヤル）
インターネット
ホームページURL

https://www.smtb.jp/
personal/procedure/agency/

株主メモ

変更後

移行期間の設定について
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8.3

　株主の皆様におかれましては、平素より格別のご高配を
賜り、厚く御礼申しあげます。
　ここに、第97期（2021年4月1日から2022年3月31日ま
で）の営業概況ならびに計算書類につき、ご報告申しあげ
ます。
　現下の国内経済は、原材料価格やエネルギーコストの高
騰に加え、地政学リスクの顕在化の影響もあり、厳しい状況
で推移しており、また急激な円安の影響もあり先行きの不
透明さは今後も続くものとみられます。
　当社グループを取り巻く今後の環境につきましても、お
客様からは品質の更なる向上とコストダウンが求められる
中、コスト上昇への対応に加え、脱炭素社会への移行に向け
た環境対応、人的資本やITへの投資など、持続可能な社会の
実現に向けた種々の取組みへの注力も必須となる厳しい状
況が続くものと思われます。
　このような状況の中、当社グループは2021年度において、
予定しておりました中期経営計画の策定および公表を１年
延期し、経営理念、ビジョン、全社戦略およびサステナビリ
ティ基本方針等を公表いたしましたが、この度、本経営理念
等に基づき2022年度からスタートいたします次期中期経
営計画「VENTURE-5」を策定いたしました。
　「VENTURE-5」においては、１．人的資源の最適化、２．国
内事業の再編、３．海外事業の拡大、４．新規事業開発を礎と
して事業運営をおこなってまいります。

　また、各事業分野において成長を続けるためにはその活
動が環境・社会と調和する、持続可能なものでなければなら
ないことを強く認識し、これを実現するために2050年まで
のカーボンニュートラルを目指した脱炭素社会への貢献、
水資源の持続可能な利用、資源循環社会への貢献といった
環境課題への対応や人権、従業員の働きやすさ、ワークライ
フバランスへの配慮など、事業活動において直接的・間接的
に関わる様々な社会課題の解決にも積極的に取り組んでま
いります。
　具体的な経営指標といたしましては、営業利益（稼ぐ力）
を重視して、容器事業および充填事業での施策の着実な実
行による利益回復、また海外事業の成長を想定し、2026年
度の営業利益56億円、営業利益率5.5％、ROE5.8％と設定
いたしました。連結DEレシオにつきましては、当中期経営計
画期間前半におけるエネルギー価格高騰等の外部要因悪化
の影響を受けて当社グループの稼ぐ力が一時的に低下する
ことを考慮し、財務健全性の確保に細心の注意を払いなが
ら、最終的には0.9倍の着地を想定しております。
　株主の皆様におかれましては、今後ともご理解と一層の
ご支援を賜りますようお願い申しあげます。

代表取締役社長

※１   当社は、2018年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。第93期の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり当期純利益を
算定しております。

※２ 第94期より、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」を適用したため、第93期については、遡及適用後の数値を記載しております。
※３ 第97期より、「収益認識に関する会計基準」等を適用したため、上記の主要財務指標（連結）は当該会計基準を適用した後のものとなっております。

連結業績予想（第98期通期）
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Segments Review 事業別の概況 など再び感染拡大リスクが高まり、人流が減少するなど
厳しい経済状況が続きました。またこれに加え、地政学リ
スクの顕在化、原材料価格やエネルギーコスト等の高騰、
急速な円安などの影響もあり、設備投資や企業の生産活
動の持ち直しに足踏みが見られるなど、厳しい状況で推
移しました。
　このような状況の下、当社グループは従業員の安全確
保を第一として確実な操業および固定費の削減などに努
めてまいりました。その結果、当連結会計年度における当
社グループ連結業績は、前連結会計年度における国内の
新型コロナウイルスの影響の反動および海外事業の伸長
により売上高は863億29百万円（前年度は1,093億67
百万円）、営業利益は13億24百万円（前年度比74.4％増）
となりました。しかしながら、持分法による投資損失を営
業外費用に計上したことにより経常利益は14億88百万
円（前年度比29.5％減）となり、また、投資有価証券売却損
や北海製罐株式会社における減損損失等があったため、
親会社株主に帰属する当期純損失は12億34百万円（前年
度は親会社株主に帰属する当期純損失3億68百万円）と
なりました。
　なお、当連結会計年度の期首より、「収益認識に関する
会計基準」（以下「収益認識会計基準」という。）等の適用に
より、売上高は299億90百万円減少し、営業利益、経常利
益はそれぞれ1億19百万円増加しております。
　事業セグメント別の状況は、以下のとおりです。

◦メタル缶
　飲料用スチール空缶につきましては、自動販売機やコ
ンビニエンスストアでの販売は依然として低調に推移し
ましたものの、新商品の受注が寄与したことにより前年
を上回りました。
　食品缶詰用空缶につきましては、農産缶詰においては、
主力のスイートコーンが堅調に推移し前年を上回りまし
たものの、水産缶詰では、サバ、サンマ等の缶詰の販売が
減少したことにより前年を下回りましたため、食品缶詰
用空缶全体では前年を下回る結果となりました。

　当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウ
イルスの影響により、上期はゴールデンウィークや夏休
みなど行楽期間を中心に様々な社会活動が制限され、下
期に入って感染者の減少に伴い人流は回復傾向に向かっ
たものの、2022年に入ってからはオミクロン株の急拡大

事業の経過および成果

　エアゾール用空缶につきましては、工業用品、虫よけ
等の人体用品の販売が堅調でありましたものの、お客
様による内製化の影響により燃料ボンベ缶の販売が落
ち込みましたため、エアゾール用空缶全体としては前
年を下回りました。
　美術缶につきましては、外出自粛等による大幅な販
売減となった前年を上回る結果となりました。
◦プラスチック容器
　飲料用ペットボトルにつきましては、業界初となる
リサイクル材料を使用した加温販売向けボトルの販売
が好調に推移し、またプリフォームの販売も好調に推
移しましたため、プリフォームを含む飲料用ペットボ
トル全体としては、前年を上回りました。
　食品用ペットボトルにつきましては、新たなお客様
との取引開始はありましたものの、醤油用ボトルの販
売が落ち込みましたため、前年を大きく下回りました。
　また、その他のプラスチック製容器包装につきまし
ては、前年を上回りましたが、外食産業向けやコンビニ
エンスストア向けの飲料用バッグインボックス等は低
調に推移しました。
　以上の結果、容器事業全体の売上高は333億34百万
円（前年度は352億37百万円）となりましたものの、営
業損失は6億31百万円（前年度は営業損失2億24百万
円）となりました。なお、収益認識会計基準等の適用に
より、売上高は26億77百万円減少し、営業損失は1百万
円増加しております。

◦缶製品
　缶製品につきましては、通常缶、リシール缶（ボトル
缶）ともに、依然として自動販売機やコンビニエンスス
トアでの販売が低調でありましたため、前年を下回る
結果となりました。
◦ペットボトル製品
　ペットボトル製品につきましては、大型ペットボト
ルでは家庭内消費が増加したことや新製品の受注等に
より堅調に推移しており、また小型ペットボトルにつ

きましては新ラインの稼働により受注が増加しました
ため前年を上回りました。
　以上の結果、乳製品受託製造および食品の受託製造
を含めた充填事業全体の売上高は351億87百万円（前
年度は605億87百万円）となり、営業利益は30億11
百万円（前年度比22.5％増）となりました。なお、収益認
識会計基準等の適用により、売上高は281億12百万円
減少し、営業利益は11百万円減少しております。

容器事業 充填事業

メタル⽸製造
飲料・⾷品缶詰・エアゾール製品等に用いる
空缶や美しい意匠を施した美術缶等、スチー
ル製容器包装を製造販売しています。

プラスチック容器製造
飲料用・⾷品用のペットボトルや化粧品・ヘ
ルスケア・トイレタリー等のプラスチック製
容器包装を製造販売しています。また、プリ
フォーム（ペットボトル成型前の中間製品）
の販売を行っています。

北海製罐（株）
メタル缶製造、
プラスチック容器製造

昭和製器（株）
メタル缶製造

東都成型（株）
プラスチック容器製造

（株）日本キャンパック
飲料受託充填

くじらい乳業（株）
乳製品受託製造

（株）真喜⾷品
⾷品受託製造

主要な事業内容 主要な事業内容事業会社（連結⼦会社） 事業会社（連結⼦会社）
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1.8%

飲料受託充填
各種缶飲料・ペットボトル飲料
の受託充填を行っています。原
材料の調合から充填、包装、物流
までを一貫して行っています。
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　機械製作事業においては、半導体をはじめとした部品供給の遅れ
や投資抑制の動きを受けて、自動車部品にかかる製品設備、金型な
どの受注が減少しました。
　以上の結果、売上高は34億70百万円（前年度は29億14百万円）と
なり、営業損失は1億42百万円（前年度は営業利益51百万円）となり
ました。なお、収益認識会計基準等の適用により、売上高は8億円増
加し、営業損失は1億32百万円減少しております。

　インドネシアにおいては、大規模社会活動
制限の影響はありましたものの、ウィズコロ
ナの方針がとられたことで経済は回復基調で
推移しました。ホッカン・デルタパック・インダ
ストリ社では、積極的な販売活動により主力
のカップ容器を中心として好調に推移したた
め、前年を大幅に上回りました。また、ホッカ
ン・インドネシア社では、主要なお客様からの
受注が好調に推移しましたため、売上高は前
年を上回る結果となりました。なお、販売本数

ベースでは設立以来最高を記録しています。
　ベトナムにおいては、日本キャンパック・
ベトナム社では、ウィズコロナの方針に伴
う規制緩和により、前年を上回る結果とな
りました。
　以上の結果、海外事業全体の売上高は127
億42百万円（前年度は85億47百万円）とな
り、営業利益は7億91百万円（前年度は営業
利益23百万円）となりました。

　株式会社コスメサイエンスにおいては、新たなお客様との取引開
始はありましたものの、インバウンド需要の蒸発や外出機会の減少
などの影響を受け、前年を下回る結果となりました。
　以上の結果、工場内運搬作業等受託を含めたその他売上高は15億
93百万円（前年度は20億79百万円）となり、営業損失は46百万円
（前年度は営業損失48百万円）となりました。

海外事業

その他

（株）コスメサイエンス
化粧品等の製造

（株）ワーク・サービス
⼯場内運搬作業等受託

事業会社（連結⼦会社）

売上高構成比

38.6%

売上高構成比

40.8%

売上高構成比

4.0%

売上高構成比

14.8%

売上高構成比

1.8%

ホッカン・デルタパック・
インダストリ
飲料容器（カップ）の製造

ホッカン・インドネシア
飲料容器の製造・受託充填

日本キャンパック・ベトナム
飲料の受託充填

事業会社（連結⼦会社）

機械製作事業

産業機械・金型製作
各種⽣産設備や機械装置、⾦型等を製作して
います。⽣産設備から⾦型に⾄るまでを一貫
して受託することができます。

オーエスマシナリー（株）
産業機械・⾦型製作

KE・OSマシナリー（株）
産業機械製作

主要な事業内容 事業会社（連結⼦会社）
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売上高構成比

40.8%

売上高構成比
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売上高構成比

14.8%

売上高構成比

1.8%

売上高構成比

38.6%

売上高構成比

40.8%

売上高構成比

4.0%

売上高構成比

14.8%

売上高構成比

1.8%
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Financial Data連結財務諸表

連結貸借対照表（要旨） 連結損益計算書（要旨）※

連結キャッシュ・フロー計算書（要旨）

（単位：百万円） （単位：百万円）

（単位：百万円）

科　目
第97期
2022年

3月31日現在

第96期
2021年

3月31日現在

資産の部

流動資産 52,776 49,477

固定資産 89,549 97,261

資産合計 142,326 146,739

負債の部

流動負債 41,563 37,071

固定負債 43,733 52,447

負債合計 85,297 89,519

純資産の部

株主資本 48,089 49,639

　資本金 11,086 11,086

　資本剰余金 11,085 11,107

　利益剰余金 27,842 29,417

　自己株式 △1,925 △1,972

その他の
包括利益累計額 4,884 4,143

非支配株主持分 4,055 3,437

純資産合計 57,029 57,220

負債純資産合計 142,326 146,739

科　目
第97期

2021年4月 1 日から
2022年3月31日まで

第96期
2020年4月 1 日から
2021年3月31日まで

売上高 86,329 109,367
　売上原価 69,500 93,703
売上総利益 16,828 15,663
　販売費及び一般管理費 15,503 14,904
営業利益 1,324 759
　営業外収益 904 1,858
　営業外費用 741 505
経常利益 1,488 2,112
　特別利益 203 747
　特別損失 3,337 2,956
税金等調整前当期純損失（△） △1,646 △96
法人税、住民税及び事業税 523 381
法人税等調整額 △1,136 △111
法人税等合計 △612 269
当期純損失（△） △1,033 △366
非支配株主に帰属する当期純利益 201 1

親会社株主に帰属する当期純損失（△） △1,234 △368

科　目
第97期

2021年4月 1 日から
2022年3月31日まで

第96期
2020年4月 1 日から
2021年3月31日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー 11,860 3,967
投資活動によるキャッシュ・フロー △3,605 △5,582
財務活動によるキャッシュ・フロー △7,206 3,164
現金及び現金同等物に係る換算差額 348 206
現金及び現金同等物の増減額 1,396 1,755
現金及び現金同等物の期首残高 8,433 6,489
新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 239 188
現金及び現金同等物の期末残高 10,070 8,433

Close Up クローズアップ

※ 第97期より、「収益認識に関する会計基準」等を適用したため、適用を行う前と比べて、売上高は29,990百万円減少し、売上原価は30,239百万円減少し、販売費及び一般管理
費は130百万円増加し、営業利益及び経常利益はそれぞれ119百万円増加し、税⾦等調整前当期純損失は119百万円減少しております。

7 8

新中期経営計画
「VENTURE-5」（2022～2026年度）

の策定

【 経営方針および事業戦略 】

ホッカングループは2021年10月、創立100周年
を迎えました。ここから新たな100年の歴史を紡
ぐため、新たな中期経営計画と共に、その一歩を
踏み出してまいります。

⃝脱炭素社会への移行という世界的潮流を受け、素材、機能性、商流提案などで新たな取組みを実践
⃝気候変動や資源枯渇などの社会的課題を我々の重点課題とし、率先して対策を実施
⃝⾷の安全維持やフードロス削減に貢献し、非⾷品系容器では利便性を高め、人々の暮らしを下支えする

存在を目指す

⃝脱炭素社会へ向けた環境負荷の少ない製造基盤を構築し、お客様、取引先様、地域社会から認められる
価値ある企業を目指す

⃝No.1コントラクトパッカー(受託充填会社)として確固たる地位を確立

⃝容器・包装・充填技術を一層向上させ、技術力を活かして販路拡大
⃝得意技術で一般外販重要顧客の深耕と、サステナブル社会作りへの貢献

⃝市場動向に合わせた設備投資、拠点拡大

⃝既存容器事業の低コスト化と差別化の同時進行、業容の維持
⃝温暖化ガス排出量削減、リサイクル材の推進、製品軽量化など環境対策の推進
⃝従来からの市場領域、境界にとらわれず、新たな価値市場、商流の開拓

⃝温室効果ガス削減、クリーンエネルギー活用等の環境配慮経営
⃝高い⽣産性を武器に⽣産数量の増大
⃝デジタル技術を用い、少人数での⽣産ラインを実現（スマートライン化）
⃝一人ひとりが心身ともに“イキイキ”と働ける環境の実現
⃝社会変化に伴い発⽣するニーズをとらえた新規事業開発

⃝既存取引先からの安定受注により収益基盤を確保
⃝得意技術を活用した顧客の深耕と、サステナブル社会作りへの貢献
⃝経営安定化や利益の向上に向けた⽣産・技術・管理体制の再構築

⃝容器事業および⾷品事業においても積極的な事業拡大を目指す
⃝新たな事業、もしくは新たな市場の創出

容器事業
北海製罐（株） 経営方針

経営方針

経営方針

経営方針

事業戦略

事業戦略

事業戦略

事業戦略

充填事業
（株）日本キャンパック

機械製作
オーエスマシナリー（株）

海外事業
海外事業会社

経営指標 2021年度（実績） 2026年度（目標）

営業利益 13億円 ▶ 56億円
営業利益率 1.5％ ▶ 5.5％
連結DEレシオ － ▶ 0.9倍以下
ROE － ▶ 5.8％



Company Data / Stock Information 会社概要／株式の状況

大株主
株 主 名 持株数（千株） 持株比率（％）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社
（信託口） 993 7.87

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 704 5.59
日本⽣命保険相互会社 654 5.19
株式会社みずほ銀行 594 4.71
農林中央⾦庫 400 3.17
ホッカンホールディングスグループ取引
先持株会 392 3.11

東京海上日動火災保険株式会社 361 2.86
株式会社北海道銀行 265 2.11
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 247 1.96
福岡パッキング株式会社 215 1.71

（注１）持株数は千株未満を切捨てて表示しております。
（注２）当社は自己株式848,643株を所有していますが、上記大株主からは除いております。
（注３）持株比率は自己株式を控除して計算しております。

金融機関

個人・その他

39.8%

31.7%

外国法人等
4.1%

自己株式
6.3%

金融商品取引業者
2.2%

事業会社・その他法人
15.9%

発 行 可 能 株 式 総 数 48,000,000 株
発 行 済 株 式 の 総 数 13,469,387 株
株 主 数 21,869 名

会社概要（2022年3月31日現在）株式の状況（2022年3月31日現在）

商 号 ホッカンホールディングス株式会社
HOKKAN HOLDINGS LIMITED

本 社 東京都千代田区丸の内二丁目2番2号
丸の内三井ビル　TEL03-3213-5111

設 立 1950（昭和25）年2月1日
（創立 1921（大正10）年10月23日）

資 本 ⾦ 110億8,652万4,995円
従 業 員 数 66名（連結　2,485名）
事 業 内 容 ◦各種空罐・容器の製造

◦飲料受託充填
◦産業機械・⾦型製作　他

工 藤 常 史
取締役会長（代表取締役）

竹 田 由 里
常勤監査役

鈴 木 徹 也
監査役（社外）

田 島 正 広
監査役（社外）※新任

佐 藤 泰 祐
取締役常務執行役員

耕 田 一 英
取締役（社外）

渡 邉 敦 子
取締役（社外）

藤 田 晶 子
取締役（社外）

池 田 孝 資
取締役社長（代表取締役）

渡 邉 基 樹
監査役

砂 廣 俊 明
取締役執行役員

多 田 秀 明
取締役常務執行役員

役員体制（2022年6月29日現在）

所有者別分布状況

取 締 役

監 査 役

武 田 卓 也
取締役執行役員
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